
採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員

派
遣
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
議
員
提
出

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
継
続
審
査
案
件
上

程
、
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
、

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
、
選
挙
管

理
委
員
補
充
員
の
選
挙
、
閉
会

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（
11
月
24
日
）

京
免
康
彦（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

上
沢
本
尚
（
座
間
市
公
明
党
）、
守

谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）、
安
海
の

ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
須
﨑
友
康
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、
沖
永
明
久
（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）

報
告
第
16
号
に
対
す
る
質
疑

（
11
月
24
日
）

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

討
論
（
12
月
23
日
）

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
上
沢
本
尚
（
座
間
市
公

明
党
）、
安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）、
吉
田
義
人
（
自
民

党
・
い
さ
ま
）、
守
谷
浩
一
（
日
本

共
産
党
）、
松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
大
志

会
）、
長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

議
案
第
81
号
に
対
す
る
討
論

（
12
月
23
日
）

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

国
際
親
善
大
使
〜
全
て
の
子
ど
も
に

ひ
と
し
く
チ
ャ
ン
ス
を

�

星
野　

久
美
子 

議
員
︽
日
本
共
産
党
︾

学
校
給
食
に
お
け
る

�

黙
食
の
見
直
し
に
つ
い
て

須
﨑　

友
康 

議
員︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

�

補
助
金
増
額
を

�

長
瀨　

未
紗 

議
員︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

増
え
る
市
非
常
勤
職
員

�

常
勤
職
員
の
定
数
拡
大
を

�

沖
永　

明
久 

議
員
︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

基
地
対
策
か
ら
基
地
政
策
へ
変
更

第
五
次
座
間
市
総
合
計
画
の
基
地
施
策
を
問
う

安
海　

の
ぞ
み 

議
員︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

本
市
の
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の

対
応
に
つ
い
て

�

川
﨑　

高
一 

議
員
︽
ざ
ま
大
志
会
︾

本
市
の
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
等
も
あ
り
、増
加
傾
向
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
中
で
再
登
校

に
つ
な
が
っ
た
具
体
的
な
対
応
策

が
あ
れ
ば
お
示
し
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

再
登
校
に
つ
な
が
っ

た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
別
室
登
校
が

あ
り
ま
す
。
教
室
に
入
る
こ
と
が

難
し
い
児
童
・
生
徒
が
別
室
で
過

ご
す
こ
と
で
、
段
階
的
に
教
室
へ

復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
学
校

全
体
で
支
援
体
制
を
確
認
し
、
対

応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
別
室

で
担
任
教
師
や
特
別
支
援
教
育
支

援
員
と
の
関
係
性
を
深
め
て
、
教

室
で
の
授
業
に
徐
々
に
な
じ
め
る

よ
う
に
、
本
人
が
参
加
し
や
す
い

教
科
の
授
業
か
ら
部
分
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
定
期

的
な
家
庭
訪
問
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
と
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
で
不
登
校
が
改
善
さ
れ
た

こ
と
や
児
童
・
生
徒
が
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
相
談
を
繰
り

返
す
こ
と
で
気
持
ち
が
整
理
さ
れ

て
、
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他

機
関
と
連
携
し
た
こ
と
に
よ
り
、

学
校
以
外
に
も
居
場
所
が
で
き
て
、

自
信
を
取
り
戻
し
、
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
い
ま
す
。

今
後
も
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
い
、

一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
組
織

的
、
計
画
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
に
よ
る
定
数
30
人
増
は
、
退

職
年
齢
の
段
階
的
引
上
げ
と
休
職

者
等
を
定
数
外
と
す
る
こ
と
に
よ

る
対
応
に
絞
っ
た
極
め
て
限
定
的

で
緊
急
避
難
的
な
も
の
で
す
。

適
切
な
職
員
定
数
を
考
え
る
に

あ
た
り
、
第
一
に
は
、
第
五
次
座

間
市
総
合
計
画
の
政
策
、
施
策
体

系
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
職

員
の
数
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
つ
の
視

点
と
し
て
、
常
勤
職
員
と
非
常
勤

職
員
、
特
に
会
計
年
度
任
用
職
員

と
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
状
の
市
職
員
は
、
常
勤
職
員

８
１
８
名
に
対
し
、
非
常
勤
職
員

は
８
７
３
名
で
、
合
計
１
６
９
１

名
で
あ
り
、
非
常
勤
職
員
の
割
合

が
常
勤
職
員
の
割
合
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
非
常
勤
職
員
の
う
ち
フ

ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員

は
１
１
９
名
で
、
こ
の
う
ち
の
多

く
は
、
恒
常
的
な
任
用
で
あ
り
、

保
育
士
や
学
校
給
食
調
理
員
、
環

境
整
備
員
な
ど
は
常
勤
職
員
と
同

じ
よ
う
な
仕
事
を
し
な
が
ら
、
不

安
定
な
１
年
ご
と
の
更
新
で
す
。

本
来
な
ら
ば
常
勤
職
員
の
定
数
に

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

今
後
、
職
員
定
数

及
び
職
員
定
員
管
理
計
画
を
検
討

し
て
い
く
際
に
は
、
常
勤
職
員
と

非
常
勤
職
員
の
バ
ラ
ン
ス
も
含
め
、

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
ネ
シ
ー
州

ス
マ
ー
ナ
市
と
の
国
際
姉
妹
都
市

提
携
事
業
に
お
い
て
、
２
つ
の
都

市
の
か
け
橋
と
な
る
国
際
親
善
大

使
で
す
が
、
募
集
要
領
に
は
研
修

費
用
の
自
己
負
担
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
の
経
済
的
な
事

情
が
国
際
親
善
大
使
へ
応
募
す
る

第
一
の
関
門
に
な
っ
て
し
ま
う
現

在
の
募
集
要
領
は
、
公
平
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。
全
て
の
子
ど
も

が
ひ
と
し
く
外
国
文
化
に
触
れ
、

外
国
語
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
募
集
要
領
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

英
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
と
世

界
が
広
が
り
ま
す
。
費
用
の
自
己

負
担
分
を
な
く
し
て
、
国
際
親
善

大
使
に
な
り
た
い
と
望
む
全
て
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
始
め
て
２
年
以
上
が
た
ち

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
学
校
給
食

で
は
黙
食
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
４

年
６
月
に
福
岡
市
が
、
黙
食
を
見

直
す
通
知
を
市
内
小
・
中
学
校
に

出
し
た
と
の
報
道
が
あ
る
な
ど
、

他
自
治
体
で
も
同
様
に
黙
食
を
緩

和
す
る
内
容
の
通
知
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
徐
々
に
元
の
給
食
風
景

に
戻
す
動
き
が
う
か
が
え
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
も
感
染
症
対
策
を

理
由
と
し
た
長
期
に
わ
た
る
過
度

な
黙
食
が
子
供
た
ち
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
べ

き
時
期
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

黙
食
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い
て
見

解
を
伺
い
ま
す
。

基
地
対
策
に
つ
い
て
、
第
四
次

座
間
市
総
合
計
画
で
は
、
政
策

５
「
暮
ら
し
快
適　

魅
力
あ
る
ま

ち
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
施

策
は
「
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関
す
る

協
議
会
に
お
い
て
基
地
の
整
理
、

縮
小
、
返
還
と
負
担
軽
減
の
推
進

を
求
め
ま
す
」
と
表
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
第
五
次
座
間

市
総
合
計
画
で
は
、
施
策
名
が
基

地
対
策
か
ら
基
地
政
策
へ
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
本
施
策
が
置
か
れ
て

い
る
政
策
区
分
は
政
策
７
「
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
」
で
あ
り
、

説
明
欄
に
は
「
本
市
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
と
将
来
に
鑑
み
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
適
応
し
た
事
業
の
必
要
性

や
優
先
度
、
費
用
対
効
果
を
精
査

し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
日
中
の
居
場

所
と
し
て
、
創
作
活
動
や
生
産
活

動
の
機
会
の
提
供
、
日
常
生
活
の

支
援
、
就
労
支
援
、
地
域
住
民
と

の
交
流
な
ど
、
社
会
的
に
大
切
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

運
営
資
金
と
な
る
市
か
ら
の
補
助

金
額
は
、
２
０
１
０
年
頃
に
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

た
と
き
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
低
賃
金
が
毎
年
の
よ
う
に
上
が

り
、
消
費
税
も
上
が
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
常
勤
職
員
の
手
当
を

削
る
こ
と
や
経
費
を
圧
縮
す
る
必

要
が
生
じ
る
こ
と
で
、
日
々
の
活

動
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。
障
が

い
の
あ
る
方
も
自
分
ら
し
く
、
充

実
し
た
人
生
を
送
り
、
共
生
社
会

子
ど
も
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

市
長　

費
用
を
負
担
す
る
こ
と

な
く
ス
マ
ー
ナ
市
へ
渡
航
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
か
な
え
て
あ
げ

た
い
気
持
ち
は
私
も
同
じ
で
す
。

一
方
で
、
本
市
が
実
施
す
る
事
業

は
多
種
多
様
で
あ
り
、
予
算
に
も

限
り
が
あ
り
ま
す
。
人
数
な
ど
を

考
慮
し
た
中
で
、
一
定
の
自
己
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
や
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

負
担
率
を
下
げ

る
な
ど
、
自
己
負
担
額
を
下
げ
る

検
討
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

ご
意
見
を
受
け
止
め
て
、

今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
長　

友
達
と
穏
や
か
に
会

話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
食
事
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
、
全
教
職

員
共
通
の
願
い
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本

的
対
処
方
針
で
、
黙
食
の
記
述
が

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
部
科

学
省
が
令
和
４
年
11
月
29
日
付

で
、
給
食
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
、
座
席
配
置
の
工
夫
や
適
切
な

換
気
を
す
れ
ば
、
児
童
・
生
徒
同

士
の
会
話
は
可
能
と
す
る
内
容
の

通
知
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
健
康
や
安
全
を
最
優
先

に
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
考

慮
し
な
が
ら
、
感
染
状
況
や
学
校

の
実
情
等
に
応
じ
て
、
黙
食
の
見

直
し
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

努
め
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
基

地
に
対
す
る
姿
勢
と
相
入
れ
ず
、

矛
盾
す
る
と
感
じ
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

市
長
室
長　

基
地
政
策
を
政
策

７
の
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

位
置
づ
け
た
理
由
に
つ
い
て
、
基

地
政
策
が
本
市
の
運
営
に
大
き
く

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
政
策
７
が
一

番
適
切
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

基
地
の
有
効
活
用
や
基
地
交
付
金

の
確
保
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
本
市
の
基
本
姿
勢
で

あ
る
基
地
の
整
理
、
縮
小
、
返
還

を
求
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
捉
え
た
位
置
づ
け
で

あ
り
、
本
市
の
基
本
姿
勢
に
矛
盾

す
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
き
め
細
や

か
な
対
応
が
で
き
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
不
可
欠
な

存
在
で
す
。
今
後
の
安
定
的
な
運

営
の
た
め
に
も
補
助
金
額
を
上
げ

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
団
体
か
ら
の

要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
必

要
で
あ
れ
ば
相
談
に
乗
る
と
い
う

姿
勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

現
状
で
は
、
補
助

金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
様
々
な
要
望
が
団
体

か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
事
業

所
に
対
し
て
、
相
談
等
に
つ
い
て

は
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

令和5年（2023年）2月15日 第203号（5）


